
２

令
和
２
年
、

富
田
林
市
 は
 　
周
年
 を
迎
え
ま
す
。

７０募集作品　

・「富田林市が市制７０周年であること」が分かるデ

ザインであること。

・作品はカラー・単色のいずれでも構いませんが、

白黒・単色で使用できるデザインであること。

・最小２㌢×２㌢の大きさでも認識できること。

※本市イメージキャラクター「とっぴー」は使用

できません。

※応募は１人１点で、自作の未発表作品に限りま

す。また、第三者の著作権などの権利を侵害しな

いようご留意ください。

応募資格　本市に住んでいる人、通勤している人、

通学している人など

入賞　最優秀賞（１点）＝副賞５万円と記念品、

優秀賞（２点）＝副賞１万円と記念品

応募方法　１0月１日(火) ～１１月１５日(金) 、午後５時３０

分（必着）までに、応募用紙に必要事項を記入し、

作成した作品と共に傘５８４-８５１１常盤町１の１　市

役所３階情報公開課（内線３２６）へ持参または郵送。

※市ウェブサイト〔https://www.city.tondabayashi.

lg.jp/site/７０th/３０８２０.html〕からも応募できます。

※手書きの場合は、応募用紙または画用紙などの

用紙に１０㌢×１０㌢以内で作成してください。

※その他詳しい制作基準や応募方法などは、募集

要項をご覧ください。

※募集要項と応募用紙は、市役所や金剛連絡所、

中央・金剛・東公民館などに備え付けている他、

市ウェブサイト（市制施行７０周年特設サイト）か

らダウンロードもできます。

記念品協賛事業者を募集

　富田林市制施行７０周年記念ロゴマーク募集にあたり、受賞者に副賞としてお渡しする記念品（商

品など）を提供いただける市内事業者を募集します。

　提供いただいた商品や企業名などは後日、市ウェブサイトなどで紹介します。

申し込み　１１月２２日(金) までに、情報公開課（内線３２６）へ

※申し込み方法など詳しくは、募集要項をご覧ください。募集要項は情報公開課に備え付けている

他、市ウェブサイト（市制施行７０周年特設サイト）からダウンロードもできます。

    富田林市制施行70周年記念

ロゴマーク大募集！
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　７０周年を盛り上げるためのシンボルとして、ロゴマークを募集します。ぜひご応募ください。

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
私
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
共

に
、
富
田
林
の
未
来
は
市
民
の
誰

一
人
も
取
り
残
さ
な
い
、
市
民
一

人
一
人
が
幸
せ
を
感
じ
、
暮
ら
し

に
笑
顔
が
 溢
 れ
、
健
や
か
な
生
活

あ
ふ

が
次
世
代
へ
と
つ
な
が
る
、
自

然
、
歴
史
、
文
化
に
彩
ら
れ
た

「
 麗
 の
ま
ち
富
田
林
」
を
築
い
て

う
る
わ
し

ま
い
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
富
田
林
市
に
住
ん
で
い
る
人
」

に
も
、「
富
田
林
市
を
訪
れ
た
人
」

に
も
、「
富
田
林
市
を
知
ら
な
い

人
」
に
も
、
も
っ
と
富
田
林
を
好

き
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
富
田
林
市
は
、
令
和
２
年
４
月

１
日
に
市
制
施
行
　
周
年
を
迎
え

７０

ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
富
田
林

市
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
功

績
を
振
り
返
り
、
た
た
え
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
富
田
林

市
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
着
心
を
高

め
、　

年
後
、　

年
後
の
富
田
林

１０

２０

市
の
未
来
を
創
造
す
る
契
機
と
な

る
よ
う
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か

ら
翌
年
３
月
　
日
ま
で
の
１
年
間

３１

を
周
年
記
念
の
年
と
位
置
付
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
は
、
わ
が
国

で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
全
国
的

に
も
世
界
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
に
対

す
る
盛
り
上
が
り
が
最
高
潮
を
迎

え
る
時
期
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
で
は
、　

周
年
を
記
念
す

７０

る
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ

ベ
ン
ト
を
、
市
民
の
皆

さ
ま
、
団
体
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ま
、
地
域
に
貢
献
い
た
だ
い

て
い
る
企
業
の
皆
さ
ま
、
富
田
林

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

全
て
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
実
施

富
田
林
市
長
　
 
村
　
善
美

　
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

７０
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本
市
で
は
、
自
治
振
興
、
教

育
文
化
、
公
安
防
災
、
産
業
振

興
、
福
祉
衛
生
、
ス
ポ
ー
ツ
、

善
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
躍
・
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

功
績
を
た
た
え
、
表
彰
式
を
開

催
し
ま
す
。

　
表
彰
式
に
は
、
受
賞
者
の
ご

家
族
、
ご
友
人
を
は
じ
め
一
般

の
人
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　
皆
さ
ん
で
晴
れ
の
受
賞
者
を

祝
福
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

ま
し
ょ
う
。

と
き
　
　
月
３
日
抄
、
午
前
　

１１

１０

時
開
式
（
午
前
９
時
　
分
～
受

３０

け
付
け
）

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階

銀
河
の
間

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
（
内
線

３
１
２
）

市表彰式市表彰式 を開催しまを開催しますす
～市民の皆さんもご参加ください～市民の皆さんもご参加ください～～

教
育
委
員
に

水
本
　
哲
也
さ
ん
が
就
任

　
９
月
の
市
議
会
定
例
会
の
同

意
を
得
て
、
　

月
１
日
昇
付

１０

で
、
教
育
委
員
に
水
本
　
哲
也

さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
す
。

《
退
任
》

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
を
務
め

ら
れ
た
仲
野
　
務
さ
ん
は
９
月

　
日
付
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

３０仲
野
さ
ん
は
、
平
成
　
年
　
月

２４

１０

よ
り
教
育
委
員
を
務
め
ら
れ
、

本
市
教
育
行
政
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
教
育
総
務
課

（
内
線
３
５
５
）

新たに教育委員に

就任された水本さん

　
８
月
６
日
に
広
島
市
で
開
か

れ
た
平
和
記
念
式
典
に
、
市
民

代
表
と
し
て
、
阪
井
　
智
子
さ

ん
・
晴
華
さ
ん
（
小
学
５
年
生
）

親
子
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
親
子
平
和
の
旅
で
は
、

平
和
記
念
式
典
へ
の
参
列
や
平

和
記
念
資
料
館
の
見
学
、
昨
年

の
「
平
和
を
考
え
る
戦
争
展
」

で
市
民
の
皆
さ
ん
が
平
和
へ
の

思
い
を
託
し
て
折
っ
た
折
り
鶴

親子平和の旅
参加報告

と
市
長
か
ら
の
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
な
お
、
報
告
と
し
て
阪
井
さ

ん
親
子
に
提
出
い
た
だ
い
た
感

想
文
を
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
権
政
策
課
の
ペ
ー
ジ
）
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

市長と語ろう！わがまち富田林 in 金剛連絡所

　さまざまな活動をされている皆さんの声を、今後のまちづ

くりにつなげます。

　市政に関しての建設的な意見や

提案、アイデアなどを市長に直接

お聴かせください。

とき　１１月２５日(月) 、午後３時～、

午後４時～（１組当たり３０分）

ところ　金剛連絡所

対象者　市内在住・在勤・在学の人を含む団体またはグルー

プ

募集　２組（各組、最大５人まで）

申し込み　１０月２５日(金) （土・日曜日、祝日を除く午前９時～

午後５時３０分）までに、市役所１階情報公開課に備え付けの

申込書に必要事項を記入し、同課（内線１８１）へ（申し込み多

数の場合抽選）

※申込書は市ウェブサイト（情報公開課のページ）からダウ

ンロードもできます。
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育児ヘルパー事業の

ご利用を

　
本
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
産
前
・
産
後

の
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
、
家

事
や
育
児
が
一
時
的
に
困
難
な

家
庭
に
対
し
て
、
育
児
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は

事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で

す
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間
　
妊

婦
ま
た
は
出
産
後
８
カ
月
以
内

の
産
婦
（
多
胎
児
の
場
合
は
出

産
後
　
カ
月
以
内
）

１２

利
用
回
数
　
利
用
期
間
内
に
　２０

回
ま
で
（
多
胎
児
の
場
合
は
　４０

回
ま
で
）
　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
祝

３０

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　
　

利
用
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
５

０
円
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容
　
食
事
の
準
備
・
後

片
付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、

買
い
物
、
授
乳
の
準
備
・
サ

ポ
ー
ト
、
 
沐
  浴
 補
助
、
お
む
つ

も
く
 
よ
く

交
換
、
兄
姉
の
遊
び
相
手
、
保

育
所
な
ど
へ
の
送
迎
の
付
き
添

い
（
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
申
請
　
印
鑑
と
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
、
こ
ど
も
未
来

室
（
内
線
2
0
４
）
ま
た
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
〔
察
　
５
５
２

（２８）

０
〕
へ

　
本
市
で
は
、
結
婚
を
真
剣
に

考
え
る
若
者
世
代
に
出
会
い
の

場
を
提
供
し
、
結
婚
へ
の
き
っ

か
け
と
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
将
来
結
婚
さ
れ
た
際
に

は
、
優
良
な
居
住
環
境
の
下
で

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
本

市
へ
の
定
住
を
働
き
掛
け
る
た

め
、
本
市
主
催
の
婚
活
パ
ー

テ
ィ
ー
を
今
年
度
も
複
数
回
開

催
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ
や
秋
の

味
覚
収
穫
体
験
が
楽
し
め
る
自

然
に
あ
ふ
れ
た
同
ツ
ア
ー
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
９
日
松
、
午
前
　

１１

１１

時
　
分
～

３０
と
こ
ろ
　
サ
バ
ー
フ
ァ
ー
ム

対
象
者
　
結
婚
を
真
剣
に
考
え

る
　
歳
か
ら
お
お
む
ね
　
歳
ま

２０

４０

で
の
人
　

定
員
　
男
女
各
　
人
３０

参
加
費
　
男
性
２
５
０
０
円
、

女
性
１
５
０
０
円

申
し
込
み
　
　
月
６
日
掌
、
午

１０

前
　
時
～
、
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ

１１
パ
ン
〔
察
０
５
０
（
５
５
３
１
）

９
４
５
１
〕
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
）

※
㈱
エ
ク
シ
オ
ジ
ャ
パ
ン
申
し

込
み
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
s://w

w
w
.e
x
e
o
-ja
p
a
n
.c
o
.

jp
/e
x
_
sp
e
c
ia
l/１
９
１
１
０
８
_
to
n

d
a
b
a
y
a
sh
i/

〕
か
ら
も
申
し
込

み
で
き
ま
す
。

秋
の
恋
バ
ス
ツ
ア
ー

～
恋
も
食
も
秋
を
大
満
喫
～

電話予約により夜間や土曜日でも住民票など
を発行しています

　市役所業務時間内（祝日、年末年始を除く月～金曜日の

午前９時～午後５時３０分）に電話で予約していただくと、

夜間（午後１０時まで）や土曜日などの閉庁日でも①住民票、

②印鑑登録証明書、③市・府民税証明書を市役所地下宿直

室（下図参照）で受け取っていただくことができます。

※①③は本人または同居のご家族からの申請に限ります。

受け取りの際には、運転免許証や健康保険証など本人確認

ができるものを必ず持参してください。

※②は予約時に印鑑登録証の番号などをお聞きします。受

け取りの際には印鑑登録証を必ず持参してください。

※手数料は、いずれも１件３００円です。釣り銭が要らない

ように、準備をお願いします。

問い合わせ　①②は市民窓口課（内線１３１、１３２）、③は課税

課（内線１１１、１１２）

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で開設します。

申請者本人がお越しください。

とき　１０月６日(日) 、１１月３日(祝) 、午前９時～

正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コー

ナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）
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避難行動要支援者名簿に登録を

　災害時の避難行動要支援者の支援対策

として、ご本人の申し出などにより「避

難行動要支援者名簿」に登録し、支援が

必要な人の情報を適切な情報管理のも

と、地域の支援組織に提供して、いざと

いうときに備えていただく取り組みを進

めています。

　同名簿への登録を希望される人は、地

域福祉課または地域の民生委員・児童委

員までご連絡ください。

問い合わせ　地域福祉課（内線２８２）

10月より防災無線の定期放送
時間が午後５時に変わります

　本市では、災害危険区域や市立小学校

など市内４８カ所に設置している防災無線

を活用し、毎日午後６時に童謡「夕焼け

小焼け」を定期放送しています。

　これは、災害発生時に備えた平常時の

放送点検と、子どもたちに帰宅を呼び掛

けるために実施しています。

　夕暮れが早くなる１０月～翌年２月の間

は、定期放送の時間を午後６時から午後

５時に変更しますので、お間違えのない

ようご注意ください。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

防災無線による訓練放送を実施

　全国一斉に、全国瞬時警報システム

「 J ー
ジェイ

 ＡＬＥＡＲＡＴ 」を用いた情報伝
ア ラ ー ト

達訓練が実施されます。

　本市でも、緊急地震速報

の訓練放送を市内４８カ所に

設置している防災無線によ

り実施します。

　短い時間に慌てずに身を守る行動をと

るためには、あらかじめどのような行動

をとるかを知り、実際に行動をとって経

験しておくことが大切です。

　皆さんもこれを機会に、身を守るには

どうしたらよいか考え、その場で行動し

てみましょう。

●緊急地震速報訓練

とき　１１月５日(火) 、午前１０時ごろ

※ただし、気象・地震活動の状況などに

よっては、訓練用の緊急地震速報の発表

を中止することがあります。

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）

　
本
市
で
は
、
平
成
　

年
に

２１

「
富
田
林
市
多
文
化
共
生
推
進

指
針
」
を
策
定
し
、
国
籍
や
文

化
的
ル
ー
ツ
に
関
わ
ら
ず
、
全

て
の
市
民
が
と
も
に
生
き
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
、
多
文
化
共

生
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
同
指
針
の
策
定
か
ら

　
年
が
経
過
し
、
現
在
、
同
指

１０針
の
改
定
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
指
針
の
改
定

に
あ
た
り
、
広
く
市
民
や
関
係

者
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
換
す

る
た
め
、
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日
昇
、
午
後
２

１０

２９

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
N
P
O
法
人
と
ん
だ

ば
や
し
国
際
交
流
協
会

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
外
国
人
市
民
お
よ
び
多

文
化
共
生
に
関
心
の
あ
る
市

民
、
ま
た
は
外
国
人
の
雇
用
に

関
心
の
あ
る
市
内
企
業
・
農
業

関
係
者
な
ど

定
員
　
　
人
　

２０

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
　
月
　
日
晶
ま
で

１０

１１

に
、
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
、
市
民
協
働
課
〔（
内
線
4
7

3
）
・
E
メ
ー
ルk

y
o
u
d
o
@
c
i

 
 
 
 
 
 
 
 
 

t

 
y
.to
n
d
a
b
a
y
a
sh
i.lg
.j

 
   
 
 
 
 
 
 
 
  
    
  

p

 
〕
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

多
文
化
共
生
を
と
も
に
考
え
る

情
報
交
換
会
参
加
者
募
集

　
本
市
で
は
、
市
民
や
学
生
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
、
と
も
に
考

え
、
未
来
を
創
造
す
る
た
め

に
、
市
民
会
議
供
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
‐

ｔ
ｏ
ｎ
 僑
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
若
い
世
代
を
中

心
に
、「
富
田
林
の
理
想
の
未

来
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
の

実
現
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
話

し
合
い
、
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
の

発
表
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
こ
の
募
集
と
は
別

に
、
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
人

に
参
加
申
込
書
を
郵
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
届
い
た
人
は
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
～
令
和
２
年
２
月

１１

の
月
１
回
（
全
４
回
）

※
初
回
は
、　

月
２
日
松
、
午

１１

前
　
時
～
正
午
、 
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 

ト

ピ

ッ

ク

１０
（
き
ら
め
き
創
造
館
）
で
開
催
。

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
　
歳
以
上
の
人
　

１８

定
員
　
５
人
（
託
児
あ
り
）

※
参
加
に
あ
た
っ
て
の
報
酬
・

交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市民会市民会議議
““Ｍｉｒａ Ｍｉｒａ ‐‐

み ら

ｔｏｎ ｔｏｎ ””
と ん

参加者募参加者募集集

申
し
込
み
　
　
月
　
日
晶
（
消

１０

１８

印
有
効
）
ま
で
に
、
郵
送
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
市
民
会
議

供
Ｍ
ｉ
ｒ
ａ
‐
ｔ
ｏ
ｎ
 僑
参
加

希
望
、
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、

託
児
の
有
無
を
明
記
し
、
市
民

協
働
課
〔
傘
５
８
４
・
８
５
１

１
常
盤
町
１
の
１
・
Ｅ
メ
ー
ル

k
y
o
u
d
o
@
c
ity
.to
n
d
a
b
a
y
a
s

h
i.lg
.jp

〕
へ

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

（
　
月
下
旬
に
全
員
に
結
果
を

１０
通
知
し
ま
す
）。

※
同
会
議
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し

て
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）



６

健康づくりに

つながる活動の

ＰＲをしませんか？

　「
と
ん
だ
ば
や
し
健
康
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
健

康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
け
る
団
体

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

と
き
　
　
月
　
日
抄
、
午
前
　

１１

２３

１１

時
　
分
～
午
後
１
時

４０
と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

募
集
内
容
　
５
分
程
度
の
ト
ー

ク
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
団
体
　
主
に
市
内
で
健
康

づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
し

て
い
る
団
体
（
健
康
体
操
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
の
教
室
や
グ
ル
ー

プ
、
介
護
予
防
や
認
知
症
予
防

を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
団
体

や
グ
ル
ー
プ
な
ど
）

募
集
団
体
数
　
５
団
体

申
し
込
み
　
　
月
　
日
昇
ま
で

１０

１５

に
、
高
齢
介
護
課
（
内
線
１
９

７
）
へ
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を

実
施
し
て
い
ま
す

高
齢
者
対
象

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
現
在
、
青
色
回
転
灯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
す
る
団
体

に
対
し
、
そ
の
活
動
に
お
け
る

車
両
の
燃
料
費
な
ど
の
維
持
管

理
費
や
リ
ー
ス
代
、
保
険
代
な

ど
を
助
成
対
象
経
費
と
し
て

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

助
成
金
」を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
助
成
対
象
経
費

が
拡
充
さ
れ
、
車
両
購
入
費
な

ど
も
助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
助
成
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
総
務
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
２
）

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

助
成
金
を
拡
充
し
ま
す

対
象
者
　

・
満
　
歳
以
上
で
希
望
す
る
人

６５

・
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
に
よ
り
免
疫

機
能
に
障
が
い
を
有
し
、
身
体

障
が
い
者
手
帳
１
級
ま
た
は
同

程
度
の
障
が
い
が
あ
る
満
　
歳
６０

以
上
　
歳
未
満
で
希
望
す
る
人

６５

接
種
回
数
　
１
回

実
施
期
間
　
　
月
１
日
昇
～
令

１０

和
２
年
１
月
　
日
晶

３１

実
施
医
療
機
関
　
４
月
号
広
報

に
折
り
込
み
の
「
平
成
　
年
度

３１

保
健
事
業
案
内
」
に
記
載

※
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が

河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、

羽
曳
野
市
に
あ
る
場
合
は
、
接

種
可
能
か
医
療
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用
　
１
０
０
０
円
　

※
市
外
の
施
設
や
病
院
に
入

所
・
入
院
中
の
人
で
、
接
種
費

用
が
１
０
０
０
円
を
超
え
た
場

合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
接
種
前
に
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
生
活
支
援
課
（
内

線
１
６
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
書
類
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
（
満
　
歳
以
上
　

６０

６５

歳
未
満
の
人
）

そ
の
他

・
予
診
票
は
医
療
機
関
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
受
け
る
前
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い

・
現
在
通
院
（
治
療
）
中
の
人

は
主
治
医
に
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
か
、
よ
く
ご
相
談
く
だ

さ
い

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔
察
　
５
５
２
０
〕

(２８)コミュニティ助成事業申請団体を募集
します

　コミュニティ助成事業とは、（一財）自治総合セン

ターが宝くじの社会貢献広報事業として、地域のコ

ミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備に対

し、助成するものです。

　この助成事業は、市を通じて同センターへ申請し

ます。

　本市では、次のとおり申請団体を募集します。

対象団体　町会（自治会）などのコミュニティ組織

対象事業・助成額

①一般コミュニティ助成事業（イベント用テント、

会議机、地車用備品などの費用）＝１００万円～２５０万

円

②コミュニティセンター事業（集会所の新築、大規

模改修の費用）＝助成率５分の３以内で、上限１５００

万円

募集件数　各１件

申し込み　１０月１０日(木) 、午後５時３０分までに、市民

協働課に備え付けの申請用紙に必要事項を記入し、

必要書類を添えて、市民協働課（内線４６９）へ（郵送

不可）

※同助成事業の内容など詳しくは、市ウェブサイト

（市民協働課のページ）をご覧ください。また、申

請用紙は同サイトからダウンロードもできます。

※複数の団体から申請があった場合は、１０月１５日

(火) 、午後７時より市消防本部４階視聴覚室にて公開

抽選をします。



７

行政書士無料相談

とき　１０月２４日(木) 、午後１時３０分～４時３０分

ところ　市役所１階市民相談室

内容　相続、遺言、成年後見制度、交通事故、離婚、

不動産（賃借権・売買）、各種許認可などに関する相談

定員　６人

申し込み　１０月７日(月) ～、情報公開課（内線１８２）へ

（申し込み先着順）

　
総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制

度
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
　

月
７
日
捷
～
　
日
掌
の

１０

１３

一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
間
」

と
定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
ま
す
。

　
近
畿
管
区
行
政
評
価
局
で
も

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行
政
相

談
所
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま

す
の
で
、
毎
日
の
暮
ら
し
や

国
・
府
・
市
の
仕
事
な
ど
で
、

「
困
っ
た
」「
納
得
で
き
な
い
」

「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」

な
ど
の
相
談
が
あ
る
人
は
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
月
　
日
晶
、
午
前
　

１０

１８

１０

時
～
午
後
４
時
（
受
け
付
け
は

午
後
３
時
　
分
ま
で
）

３０

と
こ
ろ
　
布
施
駅
前
市
民
プ
ラ

ザ
（
東
大
阪
市
長
堂
一
丁
目
８

の
　
）
３７

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

■
本
市
の
行
政
相
談

　
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
行
政
相
談
委
員
が
、
皆
さ
ん

の
国
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や

ご
意
見
を
第
三
者
の
立
場
で
お

聴
き
し
、
そ
の
問
題
解
決
に
当

た
り
ま
す
。

■
本
市
の
行
政
相
談
委
員

○
冨
永
　
清
子
さ
ん

向
陽
台
〔
察
　
７
０
８
８
〕

（２８）

○
 
原
　
壽
幸
さ
ん

喜
志
町
〔
察
　
３
４
１
０
〕

（２３）

○
玉
宅
　
英
子
さ
ん

桜
井
町
〔
察
　
９
３
１
５
〕

（２５）

※
毎
月
第
３
木
曜
日
、
午
後
１

時
～
４
時
に
、
市
役
所
１
階
市

民
相
談
室
で
行
政
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
（
当
日
、
直
接
会

場
へ
）
。

問
い
合
わ
せ
　
情
報
公
開
課

（
内
線
１
８
２
）

総務省の

行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週行政相談週間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

市
営
錦
織
住
宅
・
甲
田
住
宅
・

若
松
団
地
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

⑥
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

※
一
般
募
集
「
事
故
住
宅
」
は
、

前
入
居
者
の
と
き
に
住
戸
内
で

孤
独
死
な
ど
の
人
身
事
故
が
発

生
し
た
住
宅
で
す
。
次
の
入
居

者
が
入
居
す
る
ま
で
に
修
繕
し

て
お
り
、
使
用
に
つ
い
て
は
他

の
住
宅
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
親
子
等
近
居
募
集
は
、
介
護

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進

を
図
る
た
め
、
第
一
中
学
校
区

内
に
２
親
等
以
内
の
親
族
が
居

住
し
て
お
り
、
近
居
す
る
こ
と

に
よ
り
双
方
の
利
益
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集

は
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た
め
、
申
込
者

が
第
一
中
学
校
区
内
に
６
カ
月

以
上
継
続
し
て
居
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま

す
。

申
込
書
の
配
布
　
　
月
１
日
昇

１０

～
　
日
昇
（
土
・
日
曜
日
、
祝

１５
日
は
除
く
）
に
、
住
宅
政
策
課
、

金
剛
連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン

タ
ー
、
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
し
込
み
　
　
月
１
日
昇
～
　

１０

１５

日
昇
（
消
印
有
効
）
に
、
指
定

の
封
筒
で
郵
送
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）



８

　
ま
ち
づ
く
り
は
、
暮
ら
し
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
関

係
す
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
担
い
手
と
な
っ
て
、
身

近
な
こ
と
か
ら
活
動
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
よ

う
な
活
動
の
積
み
重
ね
が
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
金
剛
地
区
の
象

徴
的
な
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
寺
池

公
園
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、

身
近
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
や
水
辺
と
緑
を
楽
し
め
る
公

園
づ
く
り
を
通
じ
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

と
き
　
①
　
月
　
日
松
、
午
前

１０

２６

９
時
　
分
～
正
午
、
②
令
和
２

３０

年
１
月
　
日
松
、
午
前
９
時
　

２５

３０

分
～
正
午
、
③
３
月
予
定
（
全

３
回
）

※
講
座
受
講
後
、
実
践
活
動
の

場
と
し
て
、
４
月
初
旬
に
寺
池

公
園
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
寺
池
公
園
、
金
剛
連

絡
所
２
階
大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

「
公
園
づ
く
り
」
か
ら
は
じ
め
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

在
学
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

興
味
が
あ
る
人

※
金
剛
地
区
（
高
辺
台
、
久
野

喜
台
、寺
池
台
）を
主
な
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

定
員
　
　
人
　

２０

受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
　
　
月
　
日
昌
（
消

１０

１６

印
有
効
）
ま
で
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
ま

ち
づ
く
り
推
進
課（
傘
５
８
４
・

８
５
１
１
常
盤
町
１
の
１
）

〔（
内
線
４
５
２
）
・
鯖
　
０
２

(２４)

６
９
・
Ｅ
メ
ー
ルm

a
tid
u
k
u
r

 
 
   
 
 
 
 i  

@
c
ity
.to
n
d
a
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a
y
a
sh
i.lg
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p

 
〕

へ
（
郵
送
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
申
し
込
み
可
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
。

結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

　
平
成
　
年
７
月
に
起
き
た

２８

「
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
」

か
ら
３
年
。
障
が
い
者
施
設
入

居
者
　
人
が
殺
害
さ
れ
、　

人

１９

２６

が
負
傷
し
た
こ
の
事
件
は
な
ぜ

起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。

　
こ
の
事
件
を
題
材
と
し
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
生
き

る
の
に
理
由
は
い
る
の
？
」
の

監
督
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
重

度
障
が
い
者
に
対
す
る
世
間
の

目
や
、
巨
大
入
所
施
設
の
在
り

方
、
優
生
思
想
な
ど
、
日
本
社

会
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
　
　
月
　
日
松
、
午
後
２

１０

２６

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所

定
員
　
　
人
２０

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ

り
。

参
加
費
　
無
料

講
師
　
澤
　
則
雄
さ
ん
（
映
画

監
督
）

申
し
込
み
　
　
月
７
日
捷
～
、

１０

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
人
権
政
策
課〔（
内
線
４

７
４
）
・
鯖
　
９
０
３
７
・
Ｅ

（２５）

メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c
ity
.to
n
d
a

   
 
 
 
 
 
   
   
 
 
 b

 

a
y
a
sh
i.lg
.j

 
 
 
  
    
  

p

 
〕
へ
（
申
し
込
み

先
着
順
）

※
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
同
課
か

ら
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し
ま
す

の
で
、
メ
ー
ル
の
受
信
が
で
き

る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

下水道 管  渠 長寿命化事業を実施します
かん きょ

　本市の公共下水道は、家庭などのお風呂や台所で使

用した水やトイレで使用した水などの汚水と雨水を分

ける分流式を採用しています。

　しかし、老朽化などの要因で汚水管に雨水が流れ込

んでいるため、雨天時には水みらいセンター（下水処

理場）の処理能力を圧迫しています。

　本市では、上記の問題を解決するため、加太・五軒

家処理分区地区および金剛東処理分区地区（津々山台、

小金台、廿山、向陽台、藤沢台、青葉丘、新青葉丘町、

加太、五軒家の９地区）を対象に、今後５カ年に渡り

同事業を実施します。

　１０月頃より、まず津々山台、小金台、廿山の３地区

から事業を開始します。

事業内容

①汚水管渠更生工事・マンホール 蓋 取替工事＝老朽化
ふた

したコンクリート製汚水管の長寿命化と浸入水の防止

を図る工事およびマンホール蓋の取替工事を実施しま

す

②取付管および汚水桝の調査＝老朽化などで起こる取

付管および汚水桝の亀裂などの箇所を宅地側から特定

する調査をし、調査で判明した原因箇所を修繕するこ

とで、汚水管への地下水や雨水の浸入を防ぎます

③宅地内の排水設備の調査＝宅地内での作業で、各家

庭の排水設備からの雨水の流入の有無を調査（調査費

用は市が負担）し、雨水の流入が発見された場合は、

解消工事を各家庭にお願いしていきます

※詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　下水道課（内線２６２）

低所得者の介護保険料が
軽減されています

　令和元年１０月の消費税増税に

伴い、公費による低所得者介護

保険料の軽減強化が実施されて

います。

　第１号被保険者（６５歳以上）

の令和元年度介護保険料につい

て、介護保険料段階が第１段階

から第４段階の保険料が軽減さ

れています。

　詳しくは、７月中旬以降に送

付している介護保険料決定（更

正）通知書兼特別徴収開始通知

書の２ページをご覧ください。

問い合わせ　高齢介護課（内線

１７５、１７６）

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
状
況
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

映
画
上
映
会
・
監
督
講
演
会
・
意
見
交
換
会



９

10月は「府部落差別事象に係る調査等の規制
等に関する条例」啓発推進月間です

　結婚差別や就職差別などは、重大な人権侵害をもたらしま

す。同条例は、基本的人権を擁護するため、個人

および土地に関する事項の調査にあたって、部落

差別事象を引き起こす恐れのある調査、報告など

の行為を規制しています。

　同条例の趣旨である「差別につながる個人調査や土地調査

の依頼はしない」「依頼があっても調査や報告はしない」を十

分理解し、差別のない、人権の尊重された社会を築いていき

ましょう。

　また、他人の戸籍謄本や住民票は、原則として弁護士、司

法書士などが職務目的で入手することしかできません。

　委任状の偽造などによる不正取得は違法行為です。

問い合わせ　府人権局人権擁護課〔察０６(６２１０)９２８２〕

正しく使おうＬＰガス

　１０月は「ＬＰガス消費者保安月間」です。

　ご家庭や事業所、行事などで利用されているＬＰガスは、

私たちにとって身近なエネルギーであり、正しく扱えば安全

で大変便利なものですが、取り扱いを誤ると一酸化炭素中毒

事故やガス漏れ事故などにつながる恐れがあります。

　次の点に十分注意し、ＬＰガスを正しく安全に使用しま

しょう。

・ガス器具を使うときは換気をする

・点火するときは必ず目で見て確認する

・ガス栓カバーやゴムキャップを使用し誤開放を防止する

問い合わせ　市消防本部予防課〔察(２３)１１２４〕

ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）を含む電気機器は
処分期間内に処理しなければなりません！

　事務所や自宅などで、ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）を含

む電気機器（変圧器、コンデンサー、業務用の照明用安定器

など）を保管・使用していないか、事業所の電気室、キュー

ビクル、倉庫などの点検をお願いします。

　ＰＣＢを含む電気機器などは、処分期間内（高濃度＝令和

２年度末まで、低濃度＝令和８年度末まで）に処理が必要で

す。

　ＰＣＢを含む電気機器などの確認方法や届け出の方法など

詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　府産業廃棄物指導課〔察０６(６２１０)９５８３〕

本市交通会議は法定協議会になりました

　「富田林市交通会議」は、本市の交通政策の推進などに関し

て協議する市長の付属機関として機能していますが、地域の

需要や実情に応じたきめ細やかな旅客運送の確保や利便性の

向上、輸送サービスの実現をめざすため、８月に、「道路運送

法」および「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」

の規定に基づく法定協議会になりました。

　同会議では今後も引き続き、さらなる地域公共交通の活性

化および確保維持を図っていきます。

問い合わせ　道路交通課（内線４１６）

府最低賃金が改正

　１０月１日(火) より、府最低賃金の金額が改正されます。

　これにより、使用者は労働者に対して、次の金額以上の賃

金を支払う必要があります。

時間額　９６４円

※パート、アルバイトなどを含む全ての労働者に適用されます。

※特定の産業の労働者については、別に特定最低賃金が定め

られています。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　大阪労働局賃金課〔察０６(６９４９)６５０２〕

特定生産緑地の指定申請の受け付けを開始

　本市では、良好な都市環境の形成を図ることを目的に、平

成４年度より生産緑地地区を指定しています。生産緑地は指

定から３０年経過すると、税制などの取り扱いが変わることか

ら、これまでと同様の条件で農業を継続するには、新しく創

設された特定生産緑地の指定を受ける必要があります。

　なお、特定生産緑地の指定申請に必要な様式を、９月中に

市内生産緑地（平成４年度～６年度指定分）の所有者に送付

していますので、受付期間内に提出をお願いします。

申し込み　１０月１日(火) ～、平成４年度指定分は令和４年３月

末、平成５年度指定分は令和５年３月末、平成６年度指定分

は令和６年３月末までに、まちづくり推進課（内線４５１、４５３）へ

小規模修繕工事等契約希望者登録申請を受け付け

　本市では、受注機会の拡大と地域経済の活性化を図るた

め、これまで建設業の許可を受けていないなどの理由により

本市に入札等参加資格の申し込みをしていない事業者を対象

に、次のとおり同申請を受け付けます。

※現在、登録している人も申請が必要です。

対象者　市内に主たる事業所を有する個人事業者または法人

で代表者が本市に居住しており、現在本市の建設工事の入札

等参加資格者名簿に登載されていない人（その他、登録には

一定の要件があります）

対象工事・修繕　１件の予定価格が１３０万円以下の工事または

予定価格が５０万円以下の修繕

登録業種　土木、大工、左官、電気、管、ガラス、板金、建

具、塗装、内装、畳

登録の有効期間　１１月１日(金) ～令和４年１０月３１日(月) 

申請方法　１０月１日(火) ～、契約検査課に備え付けの申請書類

に必要事項を記入し、傘５８４-８５１１常盤町１の１　契約検査課

（内線４７６、４７７）へ送付または持参

※申請書類は市ウェブサイト（契約検査課のページ）からダ

ウンロードもできます。

ハロウィンジャンボ宝くじ発売！

　１等・前後賞合わせて５億円が当たるハロウィンジャンボ

宝くじが発売されます。同宝くじの収益金

は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使

われます。府内の宝くじ売り場でお買い求め

ください。

発売期間　９月２４日(火) ～１０月１８日(金) 

問い合わせ　（公財）大阪府市町村振興協会〔察０６(６９４１)７４４１〕


